
 1 

令和元年９月 

第５回清水町議会定例会一般質問事項 
 

質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

３ 山 下 清 美 １ ひきこもりについて 

 
内閣府が行った平成30年度「生活状況に関する調査」の結果、

全国の満 40歳から満 64歳までの人口の 1.45％に当たる 61.3万

人が、また、平成27年度に実施した満15歳から満 39歳までの者

を対象とした「若者の生活に関する調査」でも人口の 1.57％に当

たる54.1万人がひきこもり状態にあると推計されており、総数は

100万人を超えるとみられる。 

本町においても少なからず、ひきこもり状態にある方々がいる

と思われる。 

そこで、次の点について伺う。 

 

(1)町内のひきこもりの実態を把握しているのか。 

 

(2)対象者にどのような働きかけをしているのか。 

 

(3)「８０５０問題」をどう捉えているのか。 

 

 

２ 芸術鑑賞事業について 

 

文化センターは平成 30 年度から２か年にわたり大規模改修を

行っており、今後の施設の活用はさらに広がることと思う。 

そこで、次の点について伺う。 

 

(1)大ホールの活用方針をどのように考えているのか。 

 

(2)芸術鑑賞の機会を積極的に提供する考えはあるか。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

７ 佐 藤 幸 一 １ 旧しみず温泉フロイデについて 

 

 旧しみず温泉フロイデの売却後の状況について次の点を伺う。 

 

(1)現在の状況について伺う。 

 

(2)施設周囲の環境が非常に悪い。防犯、防火の観点から対策の

考えはあるか。 

 

(3)道路に設置してある看板の所有者は誰か。観光客が勘違いす

るので対策が必要ではないか。 

 

 

２ ＪＲ十勝清水駅への特急列車停車増加要請と跨線

橋対策について 
 

８月26日、芽室町長とともにＪＲ北海道釧路支社に特急「スー

パーおおぞら」の停車便増加を要請したとのことであるが、その

取り組みと跨線橋対策について伺う。 

 

(1)特急停車増加に向けた今後の取り組みについて伺う。 

 

(2)跨線橋対策についても要請したと思うがＪＲの反応につい

て伺う。 

 

(3)構内通路の設置要望について伺う。 

 

 

３ 新保育施設周辺の車進入規制計画の策定について 

 
 国は、2020年度に保育所や幼稚園等の周辺生活道路への車進入

を規制するため、市町村が策定した計画に基づく安全対策に、財

政支援を行う方針という。 

 保育所と周辺道路一帯を一つのエリアと位置付け、「面的」な安

全対策を推進することが目的とされている。 

 そこで、本町も新保育施設周辺の安全対策として計画を策定す

る必要があると思うが、町長の考えを伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

11 奥 秋 康 子 １ 安心安全なまちづくりについて 

 

住民の生活様式が多様化するにつれ、犯罪の形態も広域化、凶

悪化する中で、安全で安心して生活できる環境を地域ぐるみでつ

くることが大切である。 

 

(1)本町では年間どれくらいの犯罪が発生しているのか。市街地

区、農村地区、それぞれの刑法犯件数を伺う。 

 

(2)不審者などの情報提供があった場合、その情報をどのような

方法で地域住民に伝えているか。情報発信の現状について伺

う。 

 

(3)夜間における、犯罪の防止及び交通安全に対する有効な手立

てである防犯灯設置の整備状況について伺う。 

 

(4)防犯カメラは犯罪抑止効果や万が一の事件の解決に有効と

評価され、公共施設にも設置される傾向にあるが、本町の設

置状況と今後の設置予定の施設はあるのかを伺う。また、撮

影された画像の取り扱いによっては、住民のプライバシーが

侵害されるおそれがあると考えられる。防犯カメラの有用性

に配慮しつつも、住民の権利を保護することを目的に、防犯

カメラの設置、管理に特化した規範を設けるべきと考えるが

いかがか。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

５ 鈴 木 孝 寿 １ 三流政策の清水町と表現される町長の今後の町政

方針について 

 

職員研修及び対外研修の講演の際に使われる資料に、清水町の

三流政策の記述があるが、これは何を指しているのか。また、町

職員や議会、さらに町民にどのような責任があるのか。携わった

町民を否定することにつながる可能性があり、このような誤解を

生む言葉を改める必要があると思うが、町長の考えを伺う。 

 

 

２ 給食費無料化の公約はいつ実行されるか 

  

 町長の公約にある給食費の無償化は進んでいない現状にある。

期待する声も大きく今回の使用料の改定において議論がなされて

いない状況に心配する町民も多い。また財政に大きな負担になる

無償化に疑問を持つ町民も多い中で、公約にある義務教育にかか

る負担ゼロを目指す中、今後のタイムスケジュール及び町長の考

えを伺う。 

 

 

３ デイサービス事業の現状について 

 
 利用されている町民の関心が高いデイサービス事業の経営移譲

を含めた来年度以降の取り組みについて、現段階での方向性と現

状を伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

４ 中河つる子 １ 難聴と認知症の関係から補聴器に助成を 

  
本町も高齢化が進み、７月末人口 9,388人のうち、65歳以上の

人が 36％を占める。その中でも 70 歳を超えると約半数の人が難

聴になると言われている。国民の 10人に1人が加齢性難聴者と言

われている。 

はた目にはわかりづらく、難聴になると人と会うのがおっくう

になり、大勢の人が集まる所へ出なくなるために社会的に見過ご

されてしまう。 

私の住む町内会では年２回昼食会を開いているが、一人暮らし

のお年寄りをお誘いしても「耳が悪いからそういう所へは出たく

ない」と断る方が複数おられる。 

難聴によってコミュニケーションがうまくできなくなると、家

族や社会から孤立して、生活の質や生きる意欲まで低下してしま

う。認知症の８割は難聴の放置が背景にあると言われているが、

次の点について伺う。 

 

(1)本町の認知症発症者のうち、難聴が原因と思われる人は何人

くらいいるか。 

 

(2)加齢性難聴のうち、ほとんどの方は聴こえないまま放置して

難聴を悪化させている。日常生活に支障が出るだけではなく、

認知症のリスクも高まる。難聴を悪化させないためには早め

に手を打ったほうがよい。そこで、町の特定健診に聴力検査

を加える考えはないか伺う。 

 

(3) 難聴になった人がコミュニケーションを円滑にするために

は補聴器の活用が必要になる。しかし、一般的には片耳だけ

で７万円～20万円と高額である。また、一人ひとり丁寧に調

整する仕組みが整っていないため、「ガーガーうるさいばかり

で聞き取れない」「頭が痛い」など補聴器に不満を持つ人も多

い。難聴者を見つけたら早めに補聴器の使用を勧め、町から

も援助をして補聴器の利用をしやすくしてはいかがか。補聴

器購入に対する「公費補助制度」をつくる考えはないか伺う。  
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

  ２ 町から発送される文書の文字を大きくして読みや

すくしては 

 

 町から発送される文書が最近きれいになり、町の情報として町

民の活躍も捉えられ好評を博している。 

 そこで、さらに読まれるものとして人口の多くを占める高齢者

のために文字を見やすくしてほしいと考え、工夫が必要と思うが、

以下の改善点について伺う。 

 

 (1)役場の各係から公文書が送られてくるが、文字が小さくて読

みづらいことがある。ボランティアやサークル、町内会の役

員等は年輩の方たちが役員をやっているケースが多い。今使

用の 10.5ポイントから 12～14ポイントにしてくれると読み

やすく理解しやすい。また、インクも少し薄いのではないか

という声も聞かれるが改善の余地はあるか。 

 

(2)窓あき封筒を使用している係もあるが、うすく色がついてい

るために名前が読みづらい。名前だけでも文字を大きくして

読みやすくしてほしいと思うがいかがか。 

 

 (3)広報紙は４月からカラーになり、きれいでとても読みやすく

なった。しかし、裏表紙の「清水人」の下地にいろいろなカ

ラーの模様が入り、肝心の文字が読みづらい。これは広報を

一生懸命読みたいと思いルーペを片手に読んでいる人の切な

る要望であるが改善できるか伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

２ 川 上  均 １ 公園の遊具整備及び公園活用による交流人口の拡

大について 
 

現在、町は子育て支援について町長も重点的に力を入れ、充実

が図られている。しかしながら、子育て中の保護者からは、子ど

もを公園で遊ばせたいが子どもが喜ぶ遊具が少ないなど、公園遊

具の充実の声が強く寄せられている。 

現在21か所ある公園のほとんどで滑り台が撤去され、既存の設

備も老巧化が進んでいる。その結果、多くの保護者から芽室公園

や他町の公園に出かけざるを得ないと聞いている。 

そこで町として、公園遊具の整備と併せた今後の交流人口の拡

大を図るための取り組みについて伺う。 

 

(1)中央公園と御影公園の遊具の充実について伺う。 

(2)総合公園である中央公園と御影公園を、町外からも子どもた

ちや親子を呼んで、遊びながらバーベキューができるなど交

流人口の輪を広げられる場にできないか伺う。 

(3)遊具整備のため、社会資本整備交付金事業を活用するなど、

国や道の制度を活用できないか伺う。 

 

２ 社会体育施設（体育館前パークゴルフ場・町民野球

場）の補修について 

 
(1)体育館前パークゴルフ場は、初心者にもプレーしやすく、高齢

者をはじめ多くの町民に愛され利用されている。しかし、平成

28年の台風の影響もあり、コースのところどころで土が露出し、

傷みも激しく、多くの利用者から改善の要望が出されている。

指定管理者であるＮＰＯ法人清水町体育協会の管理にも限界が

あると聞いているが、来年度に向けた対応について伺う。 

 

(2)町民野球場は、平成27年に大規模改修が行われたが、平成28

年の台風災害の影響による地盤の緩みにより、徐々にバックネ

ット下部の網がめくれ、バックネットとしての機能が果たされ

ず、指定管理者であるＮＰＯ法人清水町体育協会が応急措置で

対応している。球場使用者からも補修整備の要望が出されてい

るが、来年度の対応について伺う。 

 


